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※事業の推進方針は、前年度の事業評価書に基づいて記載しています。（Ａ…拡充　Ｂ…継続　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止）

老人クラブ活動
助成事業費

保健介護課
多様な社会活動を通じ老後の生活を豊かなものとするととも
に、明るい長寿社会づくりに資するため、老人クラブの育成指
導と活動助成を行います

2,812 2,835 Ｂ  P267

介護保険特別会
計

保健介護課 介護保険制度の適切な運用に努めます 1,945,169 1,963,000 Ｂ  P277

在宅福祉事業費 保健介護課
日常生活に不安のあるひとり暮らしや在宅高齢者が安心して
暮らせるために老人福祉サービスを実施します 7,939 9,525 Ｂ  P265

老人保護措置費 保健介護課
家庭環境や経済的な理由で、家庭において世話を受けられな
い高齢者を養護老人ホームへ入所措置を行います 6,524 6,615 Ｂ  P266

老人福祉一般管
理費

保健介護課
ひとり暮らし高齢者が地域で安心して生活できる地域づくりを
支援します 3,019 44,309 Ｂ  P263

高齢者敬老事業
費

保健介護課
長年にわたり、地域社会の発展に貢献された高齢者を敬い、
長寿をお祝いするために敬老会を開催します 1,687 503 Ｂ  P264

国民年金一般管
理費

住民課
国民年金の裁定請求、各種届出、納付困難者に対して保険料
の免除の受付及び年金相談を行います 93 100 Ｂ  P229

社会福祉一般管
理費

福祉課 民生委員児童委員の活動を支援します 3,542 3,286 Ｂ  P242

基本目標 地域で育むひとづくり

基本施策 安心して住み続けられる長寿社会

本町は、漁師や農家、観光業者など自営業が多く、一般的な定年の年齢後も、体力の続く限り元気に働く人が多
いという強みがあります。一方で、高齢化と若年層の流出に伴い家族による介護力の低下が予想され、受け皿と
なるサービス基盤や地域づくりが課題となっています。

保健、医療、福祉等の各政策や、互いに助け合い支えあうコミュニティにより、年をとっても、また要介護状態と
なっても、住み慣れた地域で暮らし続けられる長寿社会の実現を目指します。

・若い世代と高齢者が交流し、支え合いの意識を持つ機会を創出します。
・効果的な介護の方法の習得、介護者の不安・悩みの緩和等の機会を提供します。
・高齢者の暮らしを支えるための、在宅福祉サービス、高齢者支援事業を提供していきます。また民間事業者を
含めた介護サービスに従事する人材の確保を支援します。
・地域ケア会議等を通じて、在宅医療、介護連携等の環境整備を推進します。

事業名 部署名 事業概要
R1決算
（千円）

R２予算
（千円）

推進
方針※

実施
計画

事業
評価書
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６．町民意識調査によるニーズ等

７．管理指標（ｐｔ）　町民意識調査による満足度

８．評価委員会の総合評価

５．地域との協働に関する取組み状況
○高齢者は子どもの見守りや学習支援、若年者はPC・スマートフォン操作や体力の要る作業など、世代間でお
互いをサポートしている。
○子どもと高齢者が交流する行事などに積極的に参加している。
○移動販売や買い物支援、宅配サービスを充実させている。

自由記述意見から実現の可能性が高い又は条件によっては実現可能な提案等に関する記述のみを抜粋【関連する主な予算事業の番号】
①子どもを幅広い世代の人、価値観に触れさせる機会として高齢者と交流したい。
②高齢者の実状を知る会のようなものがあれば何か見つけやすいと思う。
③高齢者の話し相手、情報を入手することができないため、サポートが必要。【3,8】
④要介護になった親を他所にいる子供が地元に戻ってきて世話をするのは簡単にはいかない場合が多いのでは。取り組みの理念はいいと思うが、介護を
続けていると神経をすり減らしているので、役場の人の言葉遣い一つで気分を害したりする。親のおむつを取り替えたことがない人に偉そうに言われたくな
い。
⑤手すりなど、いたるところに付けた。会話がとても大切だと思うので、そういった時間を作るようにしていきたい。
⑥老人が集まれるサロンなど、かなり数も増えてきたが、回数が少なく、もう少し増やせないのかと思う。喫茶店が老人憩いの場となっているが、そのよう
な場を提供できないのか。【8】
⑦配食サービスに従事する業者・個人の価格や回数など現行を改善させる。高齢者サービスの内容について広く広報等で知らせることを願う。【8】
⑧一人暮らしに不安な老人や障害者のためのグループホームが増えるとよい。【3】
⑨地域で高齢者や子どもを見守り、支援する仕組みづくりが進められているが、その実現に向けては、地域のあらゆる資源の協力と理解が必要である。
【8】
⑩できる範囲での助け合いはぜひしたいと思います。
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令和元年度　事業評価書

予算科目

予算額 1,719,310千円

決算額 1,658,548千円

計画（PLAN) 実施（DO)

主な事業 主な事業

予算額

決算額

財源（一般財源）

　　（そ の 他）

執行率

基本施策①

基本施策②

基本施策③

重点政策

評価（CHECK) 改善（ACTION)

目標値

実績値

達成度

推進方針 ※⑤

基本施策有効評価
（妥当性) ※④

費用対効果評価
（効率性) ※④

担当課評価 ※③

適正に介護サービス費の保険者負担分の支
払いができた。

多職種連携や医療・介護連携により地域包
括ケアシステム構築に向けた積極的な協議
や情報共有ができた。

Ｂ

低い　１　２　３　④　５　高い 低い　１　２　３　④　５　高い
※① 基本目標・基本施策…別紙　総合計画体系表参照
※② 重点政策　① 子育て支援と教育の充実　② 産業の活性化と雇用の確保　③ 定住支援
※③ 事業に対する評価及び、前年度事業評価書ACTIONに対する評価
※④ 評価（妥当性）…基本施策に対する有効性の高低　（効率性）…事業の費用対効果の高低
※⑤ 推進方針　Ａ…拡充　Ｂ…現状維持　Ｃ…縮小　Ｄ…廃止検討

低い　１　２　③　４　５　高い 低い　１　２　③　４　５　高い

Ａ

介護給付費の増加 総合事業に規定される多様なサービス創出

12回／年 a.３回／年、b.６回以上／年

12回／年 a.１回／年、b.８回／年

改善・対応策

介護給付の適正化事業を通じ、適切な介護
サービスの提供に努める。

介護分野のみならず、様々な業種・団体と
協議・検討を行う。

達成

課題

未達成

事業指標 保険者負担分の支出
a.地域包括ケアシステム推進協議会の開催
b.地域ケア会議の開催

1 2 ③ ① 2

保険者負担分の支払い 地域包括ケアシステム推進協議会の開催
　１回／年

地域ケア会議の開催
　８回／年

1-3
生涯通じて取り組む健康づく
り

3-6
多様性を認め、共に支え合う
コミュニティ

③

1-5
安心して住み続けられる長寿
社会 1-5

安心して住み続けられる長寿
社会

事業実績

事業内容
介護サービス費の保険者負担分を支出しま
す。

1.介護予防・生活支援サービス事業
2.一般介護予防事業
3.包括的支援事業
4.任意事業
5.在宅医療・介護連携推進事業
6.生活支援体制整備事業
7.認知症総合支援事業
8.地域ケア会議推進事業

1,791,730,000円 111,829,000円

1,760,283,543円 92,029,759円

220,845,000円 17,178,000円

1,539,438,543円 74,851,759円

98.2% 82.3%

2,005,932千円 財源内訳　一般会計繰入金 286,622千円 その他

保険給付 地域支援事業 保険給付 地域支援事業

1,945,169千円 財源内訳　一般会計繰入金 286,621千円 その他

事業概要 介護保険制度の適切な運用に努めます
担当課　保健介護課

高齢者介護係　内線540・541

介護保険特別会計
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